
県
本
部
は

10月

10・

11・

15日
、
東
・
中
・
南
予
地
域
、

公
務
公
共
職
場
へ
『
統
一
要

求
書
』
提
出
し
ま
し
た
。

（
以
下
、
文
責
県
本
部
）

《
Ａ
市
》
災
害
時
対
応
を
含

め
て
現
業
職
場
と
職
員
の
重

要
性
は
理
解
し
て
い
る
。
課

題
は
給
与
水
準
を
ど
う
す
る

か
。
給
食
調
理
員
は
正
規
退

職
で
非
常
勤
が
増
え
て
い
る
。

《
Ｂ
市
》
人
事
院
勧
告
に
そ
っ

て
給
与
改
定
し
年
内
差
額
支

給
予
定
。
労
働
時
間
は
一
番

大
き
な
問
題
。
「
帰
れ
る
と

き
は
帰
ろ
う
」
と
促
し
て
い

る
。
こ
れ
を
全
庁
的
に
も
浸

透
さ
せ
た
い
。
《
Ｃ
市
》
県

勧
告
に
も
と
づ
き
給
与
改
定

予
定
。
業
務
量
が
増
え
て
お

り
、
採
用
を
増
や
し
た
い
と

こ
ろ
だ
が
、
財
政
的
に
は
今

後
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
の
で

難
し
い
。
《
Ｄ
町
》
７
月
の

豪
雨
災
害
後
に
も
頻
繁
に
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。

し
ん
ど
い
思
い
を
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

働
き
が
い
に
つ
な
が
る
も
の

が
必
要
。
《
Ｅ
施
設
》
非
正

規
賃
金
は
、
時
給
高
く
設
定

し
て
い
る
が
、
人
勧
の
動
向

を
見
な
が
ら
昇
級
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
。
募
集
し
て
も

応
募
が
な
く
人
員
確
保
が
困

難
な
状
況
。
《
Ｆ
社
協
》
人

員
不
足
が
深
刻
で
、
保
育
士

確
保
が
困
難
な
状
況
。
社
協

の
保
育
士
は
若
い
職
員
も
多

く
、
若
い
人
に
も
働
き
や
す

さ
が
伝
わ
る
情
報
発
信
を
し

て
い
き
た
い
。
《
Ｇ
町
》
会

計
年
度
職
員
制
度
は
、
年
度

内
に
あ
る
程
度
中
身
を
決
め

て
い
く
。
制
度
目
的
に
そ
っ

て
今
よ
り
待
遇
が
悪
く
な
る

よ
う
な
こ
と
は
な
い
よ
う
に

し
た
い
。
《
Ｈ
市
》
今
年
度

は
土
木
技
師
を
採
用
し
、
保

健
師
は
初
め
て
男
性
を
採
用

し
た
。
労
働
時
間
の
適
正
管

理
は
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
導
入

す
る
。
《
Ｉ
病
院
》
人
材
確

保
が
困
難
。
看
護
師
は
集
ま

る
が
、
薬
剤
師
が
集
ま
ら
な

い
。
会
計
年
度
職
員
制
度
は
、

更
新
時
の
試
験
や
人
事
考
課

な
ど
の
や
り
方
を
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
悩
ん
で
い
る
。

《
Ｊ
市
》
組
合
の
要
求
や
提

言
で
こ
ち
ら
も
気
づ
か
さ
れ

る
こ
と
も
多
く
あ
る
の
で
、

職
場
の
声
な
ど
を
聞
い
て
い

き
た
い
。
豪
雨
災
害
で
厳
し

い
労
働
環
境
に
あ
る
。
職
員

も
疲
れ
て
い
る
の
で
心
配
。

職
員
の
ケ
ア
に
も
配
慮
し
て

い
る
。
《
Ｋ
市
》
会
計
年
度

職
員
制
度
は
『
総
務
省
案
』

を
ベ
ー
ス
に
、
他
自
治
体
も

見
な
が
ら
に
な
る
の
で
、
決

め
き
れ
な
い
状
況
。
財
源
な

し
に
は
で
き
な
い
。
《
Ｌ
社

協
》
被
災
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
職
員
派
遣
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
も
運
行

（
職
員
同
行
）
な
ど
日
常
業

務
に
加
え
た
負
担
が
多
か
っ

た
。
《
Ｍ
病
院
》
労
働
時
間

管
理
上
、
医
師
の
労
働
時
間

を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か

悩
ん
で
い
る
。
同
様
に
「
有

給
休
暇
取
得
義
務
化
」
の
動

き
も
あ
る
が
、
少
人
数
の
医

師
し
か
い
な
い
診
療
科
だ
と
、

「
明
日
有
給
休
暇
取
得
し
ま

す
」
は
通
用
す
る
の
か
疑
問
。

《
Ｎ
水
道
局
》
近
年
災
害
対

応
や
支
援
業
務
も
多
く
、
世

代
継
承
の
必
要
が
あ
り
初
級

採
用
も
検
討
し
た
い
。
い
ま

は
技
術
を
引
き
継
げ
る
人
材

は
い
る
が
、
将
来
的
に
は
厳

し
い
と
感
じ
る
。
《
Ｏ
市
》

初
任
給
は
、
国
準
拠
の
市
も

改
善
し
て
い
る
の
で
、
人
員

確
保
の
た
め
に
も
関
心
は
あ

る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
東
予
４
市
の
担
当
者

で
勉
強
会
も
行
っ
た
。
《
Ｐ

水
道
局
》
要
求
内
容
や
問
題

意
識
に
つ
い
て
は
、
組
合
と

も
同
じ
な
の
で
、
お
互
い
協

力
し
て
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

改
善
し
て
い
き
た
い
。

10月

21日
、
秋
晴
れ
の
今

治
市
で
「
第

59回
地
方
自
治

研
究
愛
媛
県
集
会
」
に
１
２

８
人
が
参
加
。
組
合
員
は

23

単
組
支
部

92人
・
組
合
員
以

外

36人
で
、
市
民
参
加
（
商

工
業
者
･
タ
オ
ル
関
係
･
組
合

員
家
族
な
ど
）
が
例
年
よ
り

多
か
っ
た
の
が
特
徴
で
し
た
。

集
会
に
は
、
菅
良
二
今
治
市

長
か
ら
『
歓
迎
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
午
前
は
①
ま
ち
づ
く
り
・

地
域
活
性
化
「
加
計
学
園
獣

医
学
部
施
設
見
学
」
、
②
社

会
保
障
・
公
衆
衛
生
「
自
治

体
に
求
め
ら
れ
る
自
殺
対
策

計
画
」
、
③
そ
こ
に
人
が
い

る
か
ら
届
け
た
い
「
い
の
ち

の
水
」
、
④
保
育
「
自
然
木

か
ら
木
工
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
」
、

⑤
青
年
講
座
「
い
ま
と
理
想

の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
」

の
《
５
つ
の
分
科
会
》
を
開

催
し
ま
し
た
。

■
午
後
《
全
体
会
》
地
場
産

業
振
興
と
地
元
雇
用
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
今

治
タ
オ
ル
『
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
』

か
ら
地
場
産
業
・
情
報
発
信
・

地
元
雇
用
を
考
え
る
」
テ
ー

マ
で
渡
邊
利
雄
さ
ん
（
渡
邊

パ
イ
ル
織
物
社
長
）
、
「
地

元
の
兼
業
・
高
齢
農
家
に
寄

り
そ
う
産
直
運
動
か
ら
地
域

活
性
化
と
働
く
場
を
考
え
る
」

テ
ー
マ
で
山
藤
篤
さ
ん
（
愛

媛
大
学
社
会
共
創
学
部
助
教
）

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
『
参
加
感
想
』
（
一
部
紹

介
）
○
今
治
タ
オ
ル
の
知
名

度
は
高
い
。
挑
戦
し
続
け
る

こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と
思
っ

た
。
○
今
ま
で
と
違
う
視
点

で
、
売
上
額
全
国
３
位
・
パ
ー

ト
１
３
０
人
な
ど
Ｊ
Ａ
お
ち

い
ま
ば
り
『
さ
い
さ
い
き
て

屋
』
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

《要求情報》10/31総務省が「地方公務員の長時間労働の是正について」文書を発出（抜粋要約）

１.超過勤務命令の上限設定 … 国家公務員においては「超過勤務命令の上限を原則１月45時間・１年360時間と設定する。

大規模な災害等への対応等、真にやむを得ない場合には上限を超えることができることとし、上限を超えた場合には

事後的な検証を行う」こととされています。地方公務員も、超過勤務の縮減に取り組んでいくことは重要であり、

国の措置を踏まえた条例の改正等を行っていただく必要があります。

２.長時間労働に関する面接指導 … 国家公務員においては「１ヶ月に100時間以上の超過勤務を行った職員に対しては、

職員からの申し出がなくとも医師による面接指導を行う」こととされています。地方公務員も職員の健康確保措置は

重要であり、国の措置を踏まえた長時間労働に関する面接指導を行っていただく必要があります。

（１） 第５０２号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１８年 １１月１０日

第 ５０２ 号

日 程

【11月】

９ 津島吉田病院労組大会

10 女性部幹事会

保健師部会幹事会

16 宇和島市職

宇和島支部総会

20 東予総支部代表者会議

（西条）

22 今治水道労組大会

23 地域医療を守る運動全国

交流集会（東京）

27 県本部拡大執行委員会

県市町振興課要請

30 南予総支部代表者会議

（西予）

【12月】

１ 自治労連四国ブロッ

ク協議会総会（香川）

６ 自治労連全国バレーボー

ル大会（福井～８）

８ 現業評定期大会

医療介護評幹事会

書記部会定期総会

９ 青年部フットサル（内子）

11 県公務員共闘定期総会

15 県本部拡大執行委員会

16 女性部定期大会

左から、新居浜市・新居浜社協・久万高原病院・内子町・大洲市



西
条
市
職
労
青
年
部
は
９

月

22日
、
秋
風
が
心
地
よ
い

『
し
ま
な
み
海
道
』
へ
サ
イ

ク
リ
ン
グ
に
行
き
ま
し
た
。

当
日
は
気
持
ち
の
良
い
秋
晴

れ
と
な
り
、
参
加
者

12人
全

員
が
無
事
完
走
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
伯
方
島
コ
ー

ス
は
ハ
ー
ド
で
し
た
が
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
で
感
じ
た
『
爽

や
か
な
風
』
、
み
ん
な
で
食

べ
た
『
美
味
し
い
Ｂ
Ｂ
Ｑ
』

が
み
な
さ
ん
の
記
憶
に
残
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

10月

11日
「
憲
法
・
い
の

ち
・
社
会
保
障
を
ま
も
る
国

民
集
会
」
（
東
京
）
に
全
国

３
７
０
０
人
が
参
加
（
愛
媛

６
人
）
。
集
会
後
は
「
白
衣

の
銀
座
パ
レ
ー
ド
」
が
行
わ

れ
、
道
行
く
人
へ
「
憲
法

25

条
ま
も
れ
！
い
の
ち
を
ま
も

れ
！
医
師
・
看
護
師
を
増
や

せ
、
地
域
医
療
ま
も
れ
！
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

◎
参
加
報
告
（
津
島
吉
田
病

院
労
組
・
若
藤
委
員
長
）
う

ち
の
組
合
か
ら
６
人
が
参
加
。

中
央
行
動
に
初
参
加
の
組
合

員
は
「
す
ご
い
た
く
さ
ん
の

人
が
東
京
の
車
道
を
歩
く
ん

で
す
ね
。
子
ど
も
ま
で
一
緒

に
沿
道
か
ら
声
を
出
し
て
く

れ
、
感
動
し
ま
し
た
」
と
興

奮
し
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

集
会
後
の
愛
媛
交
流
会
で

「
組
合
っ
て
大
事
で
す
ね
。

自
分
た
ち
の
勤
務
条
件
も
良

く
な
り
、
給
料
も
上
が
っ
た
。

も
っ
と
仲
間
を
増
や
し
て
頑

張
ろ
う
！
」
と
嘱
託
組
合
員

が
熱
く
語
っ
て
く
れ
、
「
頑

張
っ
て
き
て
良
か
っ
た
」
と

感
じ
ま
し
た
。

四
国
中
央
市
職
労
は

10月

18日
「
定
期
大
会
」
を
開
催

し
、
委
任
状
含
め

82人
が
参

加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
喜

井
委
員
長
が
「
２
０
１
５
年

度
の
定
期
大
会
以
降
、
大
会

開
催
が
出
来
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
組
合
員
に
心

配
と
迷
惑
を
か
け
た
。
そ
の

う
え
で
、
本
日
定
期
大
会
が

開
催
で
き
た
こ
と
を
、
す
べ

て
の
組
合
員
と
役
員
に
感
謝

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
２

０
１
５
年
度
以
降
の
「
活
動

報
告
」
と
「
会
計
報
告
」
を

行
い
、
新
年
度
方
針
と
し
て

「
大
幅
賃
上
げ
、
労
働
時
間

短
縮
、
休
暇
制
度
な
ど
の
改

善
」
を
め
ざ
す
活
動
な
ど
が

提
案
さ
れ
、
参
加
者
全
員
の

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
体
制
に
つ
い
て
は
「
組

合
活
動
継
承
と
世
代
交
代
」

を
重
点
課
題
と
し
、
当
面
は

現
在
の
執
行
部
体
制
で
運
営

す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

宇
和
島
病
院
労
組
は

10月

20日
「
女
性
部
企
画
そ
ら
と

も
り
癒
さ
れ
ツ
ア
ー
」
を
実

施
し
、
絶
好
の
行
楽
日
和
の

も
と
総
勢

19人
（
う
ち
子
ど

も
４
人
）
で
今
年
も
『
東
道

後
温
泉
そ
ら
と
も
り
』
へ
出

発
。
事
前
に
ボ
デ
ィ
ケ
ア
予

約
の
案
内
も
し
た
の
で
、
到

着
後
受
付
も
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
、
ま
ず
『
ひ
と
っ
風
呂
』

浴
び
て
か
ら
全
員
で
ラ
ン
チ

を
堪
能
。
そ
の
後
、
「
岩
盤

浴
」
「
サ
ウ
ナ
ロ
ウ
リ
ュ
ウ
」

で
暑
さ
に
挑
戦
し
た
り
、
昼

寝
を
し
た
り
、
思
い
思
い
の

ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
を
満
喫
。

帰
り
に
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
で
お

土
産
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
て
、
み
ん

な
嬉
し
そ
う
な
表
情
に
。

「
来
年
の
予
約
も
し
と
き
ま

す
！
」
「
日
頃
の
疲
れ
が
癒

せ
て
幸
せ
～
」
な
ど
声
が
聞

か
れ
、
大
変
有
意
義
な
１
日

を
過
ご
せ
た
と
『
満
足
顔
』

で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
青
年
部
は

10

月

20日
「
バ
ブ
ル
サ
ッ
カ
ー

大
会
」
を
開
催
。
『
Ｂ
Ｕ
Ｍ

Ｐ
Ｅ
Ｒ
』
と
い
う
バ
ブ
ル
ボ
ー

ル
を
か
ぶ
っ
た
状
態
で
サ
ッ

カ
ー
す
る
競
技
で
、
珍
し
さ

も
手
伝
っ
て
か
青
年
部
・
組

合
未
加
入
者
（
入
庁
３
年
以

下
）
に
声
掛
け
し
た
と
こ
ろ

25人
が
参
加
。
競
技
説
明
の

後
、
４
チ
ー
ム
で
試
合
開
始
。

全
員
初
体
験
で
バ
ブ
ル
ボ
ー

ル
の
感
触
は
思
っ
た
よ
り
も

重
く
て
丈
夫
。
最
初
は
女
性

へ
の
手
加
減
も
あ
り
ま
し
た

が
、
気
付
け
ば
先
輩
後
輩
、

男
女
関
係
な
く
体
当
た
り
の

応
酬
、
容
赦
な
く
転
が
り
回
っ

て
い
ま
し
た
。
結
果
、
市
民

課
若
手
男
性
陣
チ
ー
ム
が
優

勝
。
迫
力
が
あ
り
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
か
ら
歓
声
が
上
が
る
な

ど
参
加
者
が
楽
し
め
る
企
画

と
な
り
ま
し
た
。
夕
方
の
懇

親
会
に
は

19人
が
参
加
し
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
９
月

21日

～

10月

22日
の
１
カ
月
間
、

秋
季
年
末
要
求
に
向
け
た
意

見
集
約
の
た
め
、
各
職
場
で

「
職
場
集
会
」
を
開
催
。
豪

雨
災
害
の
被
害
が
大
き
か
っ

た
野
村
地
域
の
復
興
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
野
村

で
職
場
集
会
（
飲
み
会
）
を

開
催
し
た
職
場
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
城
川
支
所
組
合
員

の
職
場
集
会
も
、
被
災
後
よ

う
や
く
再
開
さ
れ
た
地
域
で

馴
染
み
の
『
居
酒
屋
』
で
開

催
、

11人
（
行
政
職
６
人
・

保
育
士
５
人
）
が
参
加
。
参

加
者
か
ら
「
災
害
関
連
意
見
」

は
も
と
よ
り
「
保
育
士
の
働

き
方
」
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」

「
人
事
評
価
制
度
」
「
日
直

制
度
」
「
准
救
急
隊
制
度
」

の
こ
と
な
ど
様
々
な
声
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

「
職
場
の
声
」
を
集
約
し

11

月
上
旬
『
秋
季
年
末
要
求
書
』

を
提
出
し
ま
す
。

■
家
の
裏
に
猫
の
額
ほ
ど
の

畑
を
作
っ
て
ま
す
。
今
年
は

野
菜
に
つ
く
虫
が
多
い
で
す
。

大
根
で
も
以
前
は
１
回
の
害

虫
駆
除
で
大
丈
夫
で
し
た
が

今
年
は
２
回
３
回
と
行
っ
て

ま
す
。
し
だ
い
に
大
き
く
成

長
し
て
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

（
今
治
一
般
・
越
智
）

■
１
年
が
と
て
も
早
い
…
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
ど
ん
な
１

年
で
し
た
か

!?今
年
は
台
風

が
よ
く
通
っ
た
１
年
で
し
た
。

来
年
は
大
き
な
災
害
も
な
く

平
穏
無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。
新
し
い
年
号
の
は
じ
ま

り
を
笑
顔
で
迎
え
た
し
！

（
宇
和
島
・
田
中
）

■
来
年
度
の
計
画
（
予
算
）

を
立
て
る
時
期
が
到
来
。
楽

し
い
時
で
も
あ
り
、
苦
し
い

時
で
も
あ
る
。
１
年
後
、
綺

麗
で
見
ご
た
え
の
あ
る
花
が

咲
く
よ
う
に
、
丁
寧
に
種
を

蒔
こ
う
と
思
う
。

（
今
治
・
白
石
）

■
先
日
、
北
海
道
物
産
展
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
海
鮮
、

牛
肉
、
ス
イ
ー
ツ
…
い
っ
ぱ

い
買
っ
て
と
っ
て
も
幸
せ
、

大
満
足
で
し
た
。

（
西
予
・
竹
森
）

■

10月
は
新
居
浜
市
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
新
居
浜

太
鼓
祭
り
」
。
祭
関
係
者
で

あ
っ
た
り
お
客
さ
ん
で
あ
っ

た
り
立
場
は
各
々
で
し
た
が

た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ん

と
合
流
が
出
来
て
楽
し
い
秋

祭
り
に
な
り
ま
し
た
。
来
年

が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
新
居
浜
太
鼓
祭
り
を
見
に

行
き
ま
し
た
が
、
目
の
前
で

鉢
合
わ
せ
が
あ
り
迫
力
が
あ

り
す
ぎ
て
、
怖
か
っ
た
で
す
。

（
西
条
・
宮
城
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５０２号

２０１８年 １１月１０日

■
５
０
０
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ド
ン
ブ
リ
カ
ン
ジ
ョ

ウ
」
（
丼
勘
定
）
で
し
た
。

正
解
は

14通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

武
智

徹
（
東
温
）

田
中
広
興
（
宇
和
島
）

河
上
良
雄
（
今
治
）

宮
城
恵
子
（
西
条
）

友
近
寅
男
（
松
山
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

12月

27日
【
発

表
】
５
０
４
号
（
１
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①○○○○○○⇔低周波

④メトロ。サブウェー

⑦日の光が映って輝くこと

⑧○○○○⇔のらねこ

⑨陸上運輸。○○○○局

【タテのカギ】

①一時間ほど。○○○○○○待たされた

②相撲の決まり手の一。下手でまわしを引き

ひねり倒す技

③天皇除く天皇家一族を「こ○○く」と呼ぶ

⑤文書などで正式に告げ知らせること。

質問○○○○

⑥（英語）100万。○○○○セラー

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

映
画
監
督
（
故
人
）
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


